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Ⅱテサロニケ3:16～18　どうか、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(へい),平)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わ),和)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�ご�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じ),自)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しん),身)�が、どんな�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ばあい),場合)�にも、いつも、あなたがたに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(へいわ),平和)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あた),与)�えてくださいますように。どうか、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�があなたがたすべてと、ともにおられますように。(16) どうか、私たちの主イエス・キリストの恵みが、あなたがたすべてとともにありますように。(18)


。








げつようび





にちようの　あさ　レムナントは　どんな　すがたですか。


まえのひに　はやく　ねて　すっきりと　あさを


むかえましたか。　そうでなくて　おそくまで　おきていて


きょうかいに　いく　じゅんびを　きゅうに　しましたか。


れいはいを　ささげる　まえに　かみさまが　レムナントに


どんな　みことばを　くださるのか　まえもって　


かんがえて　みたら　よいでしょう。


パパとママと　いっしょに　はなしあってみましょう。


みことばに　たいする　かんどうと　よろこびが


もっと　おおきく　なるでしょう。





ちちなる　かみさま！　


れいはいを　とおして　かみさまが　くださる　みことばを　ひとつも


のがさないで　こころに　とどめる　レムナントに　ならせてください。


れいはいを　ささげる　じかんが　いちばん　しあわせな　じかんに


なりますように。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





★つぎの　ページの　えを　つかって　れいはいの　ときに


　ひつような　ものを　きりとって　はりましょう


　　　　　　





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しと),使徒)�1:1　テオピロよ。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(わたし),私)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(まえ),前)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しょ),書)�で、イエスが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おこ),行)�ない�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(はじ),始)�め、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おし),教)�え�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(はじ),始)�められたすべてのことについて�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(か),書)�き、








かようび





かみさまは　すべての　ひとを　あいして　おられますが


かみさまを　しんじて　たよって


イエス・キリストの　おなまえで　いのる


レムナントを　とくべつに　もっと　あいしておられます


レムナントに　むかった　かみさまの　ねがいは　


なにかを　かみさまに　いのる　いちにちに


なりますように。








ちちなる　かみさま！


わたしを　かみさまの　こどもに　してくださって　イエス・キリストによって


かみのこどもの　みぶんと　けんいを　くださって　ありがとうございます。


イエス・キリストの　けんいを　もって　くらやみの　せいりょくとの


たたかいに　いつも　しょうりすることが　できますように。 


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





★せかいふくいんかの　けいやくを　にぎった　レムナントが


　あじわう　ぜんしんの　ぶぐです。　えに　いろを　ぬりましょう


























　　　　　　　　　　





　　　　　　





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しと),使徒)�1:3　イエスは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くる),苦)�しみを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),受)�けた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のち),後)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よんじゅうにち),四十日)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あいだ),間)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�らに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あら),現)�われて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くに),国)�のことを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かた),語)�り、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かずおお),数多)�くの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たし),確)�かな�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょうこ),証拠)�をもって、ご�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じぶん),自分)�が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),生)�きていることを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しと),使徒)�たちに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しめ),示)�された。








すいようび





レムナントに　むかった　かみさまの　あいは　


かわることなく　えいえんです。　


かみさまは　この　あいを　しらせるために　


イエス・キリストを　このよに　おくってくださって


じゅうじかに　かかるように　されました。


レムナントの　こころと　おもいは　


かみさまの　あいで　いっぱいですか。


イエス・キリストに　たいする　かんしゃが　ありますか。


それを　てんけんする　いちにちに　しましょう。








ちちなる　かみさま！ 


おもちゃが　なくても　ともだちが　いなくても　イエス・キリストの


あいで　じゅうぶんな　レムナントに　ならせてください。


ただ　イエス・キリストの　ちからにだけ　たよって　そのことで


しあわせな　レムナントに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





★いつでも　わたしと　ともに　いてくださる　かみさまに


　かんしゃして　こころと　おもいを　こめて　


　さんびしましょう








　


　








かみさまは　いつも　わたしと　ともに


さくし：イ・ソンヒ（こども）　さっきょく：ユン・ヨンジョン














　　　　　　　１　か み   さ ま わ た  し と い つ  も  いっしょ べん  きょうを し　てる


　　　　　　　２　か み   さ ま お ら  れ こ わ く  は  な   い  しん   ぱ  い  す  るこ








　　　 と き も い つ　も　　


と が き て も　－　　お　 ら　れーるー　　よ　　　か み　さ ま と も に お ら れ











る             る　　　　かみ　　　 さ ま お ら れ さ び し   く   なーい   すべ














　て　を  ご   ぞん   じ だ かー  ら   なん   で   も  か み さま   は　    しっ














   て　　お　　ら　　　れ　　る　　ー　　　か　　ー　　　ら


　　　　








ピリピ3:20　けれども、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�たちの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こくせき),国籍)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(てん),天)�にあります。そこから�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�イエス・キリストが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すく),救)�い�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぬし),主)�としておいでになるのを、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�たちは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ま),待)�ち�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のぞ),望)�んでいます。








もくようび





レムナントには　てんごくの　はいけいが　あります。


くらやみの　せいりょくが　レムナントの　まえでは


まったく　うごくことが　できず、　てんの　ぐんぜいと


みつかいが　レムナントを　まもります。


いつでも　レムナントと　ともにおられる　せいれいが


レムナントの　すべての　あゆみを　みちびいてくださいます。


きょうも　インマヌエルを　あじわう


いちにちを　おくりましょう。





ちちなる　かみさま！ 


きょうも　せいれいで　ともにいてくださる　イエスさまを　わたしの


こころの　しゅじんに　できますように。いつも　せいれいで　みたして


くださり、いく　ところごとに　かみのくにが　のぞみますように。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　








★てんの　みくには　どんな　ところかな。　てんごくを


　そうぞうしながら　えに　きれいな　いろを　ぬりましょう





　れ


　い





　














�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しと),使徒)�18:1～3　その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(のち),後)�、パウロはアテネを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(さ),去)�って、コリントへ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(い),行)�った。ここで、アクラというポント�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(う),生)�まれのユダヤ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じん),人)�およびその�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(つま),妻)�プリスキラに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(であ),出会)�った。クラウデオ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(てい),帝)�が、すべてのユダヤ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じん),人)�をローマから�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(たいきょ),退去)�させるように�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(めいれい),命令)�したため、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ちか),近)�ごろイタリヤから�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(き),来)�ていたのである。パウロはふたりのところに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(い),行)�き、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じぶん),自分)�も�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(どうぎょうしゃ),同業者)�であったので、その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(いえ),家)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(す),住)�んでいっしょに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しごと),仕事)�をした。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かれ),彼)�らの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しょくぎょう),職業)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(てんまくづく),天幕作)�りであった。パウロは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(あんそく),安息)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(にち),日)�ごとに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かいどう),会堂)�で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ろん),論)�じ、ユダヤ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じん),人)�とギリシヤ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じん),人)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しょうふく),承服)�させようとした。











きんようび





かみさまの　みことばは　せいしょに　きろくされています。


せいしょは　わたしたちを　すくうために　


このちに　おんなの　しそんとして　こられる　メシヤ、


イエス・キリストに　ついて　いわれています。


イエスさまは　わたしたちを　すくうために　


じゅうじかに　かかって　しんで　みっかめに　


よみがえられ　せいれいで　はたらいて　おられる　かたです。


きょうも　イエスさまの　あいを　おもいだしながら


かんしゃする　いちにちを　すごしましょう。








ちちなる　かみさま！


わたしを　せかいに　ふくいんを　つたえる　ために　べんきょうを　して


スポーツをする　レムナントに　ならせてください。


せかいふくいんかの　ために　わたしが　しなければ　ならないことを


しって　じっせんする　ちえを　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





★マタイ１しょうにある　イエスさまの　けいずに　でている


　５にんの　おんなの　ひとの　なまえを　かいてみましょう　























　　　　　　　　　タマル











　　　　　　　ウリヤのつま　（バテ・シェバ）














　　　　　　　　マリヤ　








�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しと),使徒)�16:15　そして、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かのじょ),彼女)�も、またその�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かぞく),家族)�もバプテスマを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),受)�けたとき、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かのじょ),彼女)�は、「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちゅうじつ),忠実)�な�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もの),者)�とお�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おも),思)�いでしたら、どうか、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いえ),家)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(き),来)�てお�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(と),泊)�まりください」と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�って�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たの),頼)�み、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(し),強)�いてそうさせた。











どようび





かみのこどもが　かならず　しらなければ　ならない


みことばが　あります。


おんなの　しそんである　イエス・キリスト（そうせいき3:15）


ちの　けいやくの　イエス・キリスト（しゅつエジプト3:18）


インマヌエルの　イエス・キリスト（イザヤ7:14）


すべての　もんだいの　かいけつしゃである


イエス・キリスト（マタイ16:16）です。


まいにち　かみさまの　みことばを　おぼえて


イエス・キリストの　あいを　たいけんしましょう。








ちちなる　かみさま！ 


かみさまが　わたしにくださる　しゅくふくと　ちからで　きょうかいと


かぞく、　ともだちと　いっしょに　せかいふくいんか　させてください。


すべての　ひとに　ふくいんを　つたえさせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　








★そうせいき3:15の　みことばを　さがして


　（　　　　）に　かいて　しつもんに　こたえましょう

















わたしは、おまえと　おんなとの　あいだに、


また、おまえのしそんと　おんなのしそんとの　あいだに、


てきいを　おく。（　　　　）は、おまえの（　　　　）を


ふみくだき、おまえは、かれの　かかとに　かみつく。








おんなの　しそんは　だれですか？








